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東日本大震災により海水が浸水した農
地において営農を再開するには、土壌の
塩分濃度を適正値まで低下させることが

必要です。そのためにはそれぞれの農地で塩分濃度を調査す
る必要がありますが、今回の震災では20,000haを超える多く
の農地が被災してしまいました。そこで、一度に数筆の状況
を把握する広域的な調査手法が必要と考え、より簡易かつ迅
速に農地の塩分濃度の高低差を把握するために、スマトラ沖
地震の際にも用いられた電磁探査法に着目しました。今回は
海水浸水農地における電磁探査装置（GEM-2、Geophex社）
を用いた土壌電気伝導度測定の適用性を確認しました。

《電磁探査法による土壌電気伝導度の測定》

電磁探査装置を１mの高さに持って、圃場内を歩行しなが
ら土壌電気伝導度を測定します（図１）。本装置では、送信
ループによって発生する１次磁場と土壌中の誘導電流によっ
て発生する２次磁場の計測値から、地盤の電気の伝わりやす
さを推定しています。計測結果は測定と同時にディスプレイ
に表示され、メモリーカードに保存されます。

《海水浸水圃場を再現した実験圃場における測定結果》

電磁探査装置により、土壌を採取せずに圃場内の見かけの
土壌電気伝導度（ECa）を計測できます。海水浸水圃場を擬
似的に再現した実験では、塩分として散布した塩化カリウム
の量に応じて、計測されたECaが高くなっており（図２）、ま
た土壌ECセンサーによる測定値と同様の傾向を示しました。

《農地の土壌電気伝導分布図の作成》

土壌電気伝導度の測定と同時にGPSを用いて位置情報を取
得することで、Google Earth等の地図上にECaの等高線図を

電磁探査法による海水浸水農地の
土壌電気伝導度測定

重ねることができます。図
３は宮城県内の海水が浸水
した圃場における測定結果
であり、地図上で広範囲の
ECaの相対的な高低差を確
認することができます。従
来では、１枚の水田内で数
地点の計測が必要でした
が、本装置によると簡易な
計測で水田全体を把握する
ことができ、例えば、除塩
作業で塩分濃度が下がりに
くい場所などを把握するこ
とができます。また、水田
１筆に限らず、水田数筆を
一度に計測すれば、どの水
田の塩分濃度が高いかを把
握することができます。
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図２／海水浸水圃場を再現した
実験圃場における測定

図１／電磁探査装置GEM-2による測定

図３／現地海水浸水圃場のECaの等高線図
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